
【川内小学校】通学路対策箇所図 ① 

 
この背景地図等データは、国土地理院の電子国土

Webシステムから配信されたものである。 

危険箇所：1 凡例 あああ 
〈危険箇所の状況〉 
・国道 33号線に出る左折車が、信号が変わる時に横断歩道を
確認せずに、かなりのスピードを出して曲がり、渡っている歩
行者が気を付けていないと撥ねられる危険がある。 
〈対策内容〉 
・縁石部分に注意喚起（文字入り）のポール設置 
・交通安全街頭指導実施 
・横断旗設置予定 
・学校から児童への交通安全指導 

危険箇所：3 凡例 あああ 

〈危険箇所の状況〉 

・信号無視をする車が多く、赤信号でも止まらない。 

〈対策内容〉 

・警ら強化 

・交通安全街頭指導実施 

・保護者の交通安全街頭指導協力依頼 

・学校による児童への横断指導 

・道路改善工事済み 

危険箇所：4 凡例 あああ 

〈危険箇所の状況〉 

・信号無視をする車が多く、赤信号で

も止まらない。 

・冬季には、信号と太陽が重なるため

に，信号の変化が見にくい。 

〈対策内容〉 

・令和元年度：速度注意喚起の路面標

示を設置 

・令和 2 年度：横断者注意喚起の路面

標示を設置 

・警ら強化 

・学校による児童への横断指導 

危険箇所：5 凡例 校区全域 

〈危険箇所の状況〉 

・通学路全域で、交通量が多い。しかし、停止線や横断

歩道、道路標識等が消えかかっているので鮮明さがない

箇所が多い。 

〈対策内容〉 

・学校周辺（郵便局前）を優先に横断歩道、線の引き直

しを上申 

危険箇所：6 凡例 あああ 

（危険箇所の状況〉  

・町道侵入先に残土場があることから、県

道から町道に向けてダンプなど大型車の

出入りが多く、交通量が多い。町道側に停

止線などもないため見通しも悪く、登下校

中児童との接触が懸念される。 

〈対策内容〉 

・通学路・注意喚起を促す看板の設置 

・学校による児童への交通安全指導 



【川内小学校】通学路対策箇所図 ② 

この背景地図等データは、国土地理院の電子国土

Webシステムから配信されたものである。 

危険箇所：2 凡例 あああ 
 
〈危険箇所の状況〉 
・交通量が多いのに、道路幅が狭く歩道の幅が２０
ｃｍから３０ｃｍと歩きにくい。 
・通行中に、車とよけ合うときには接触する危険あ
り。 
〈対策内容〉 
・令和 4年度末バイパス完成予定、迂回道路使用開
始済み 


